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金沢市DX会議

令和８年度 第２回



令和８年度 第２回金沢市DX会議 次第令和８年度 第２回金沢市DX会議 次第
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開会

１ 報 告
・ 報告事項 「金沢市DXアクションプラン2.0」の部局ごとの事業数について
・ 報告事項 令和７年度委員提言への対応状況について

２ 議 事
・ 議 題 １ AIの活用について

２ データ利活用について

３ 意見交換

閉会



金沢市DX会議 委員 （敬称略・五十音順）金沢市DX会議 委員 （敬称略・五十音順）
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所属団体・役職等氏名

早稲田大学 政治経済学術院 教授稲継 裕昭

名古屋大学 大学院情報学研究科
情報学部 人間・社会情報学科 教授浦田 真由

金沢工業大学 情報理工学部 情報工学科 教授
同大学 ＡＩラボ所長中沢 実

日本マイクロソフト株式会社 執行役員
チーフラーニングオフィサー プロフェッショナルスキル開発本部長野田 景子

一般社団法人コード・フォー・カナザワ 代表理事福島 健一郎

一般社団法人石川県情報システム工業会 副会長
新ビジネス創生部会長宮内 康範
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「金沢市DXアクションプラン2.0」の
部局ごとの事業数について
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5※BIツール「Actionista!」で作成

部局ごとの事業数

備考総計都市
づくり

仕事
づくり

人
づくり

暮らし
づくり

魅力
づくり

1810５３都市政策局

３１２総務局

４４文化スポーツ局

16７４５経済局

２２農林水産局

1010市民局

11１10福祉健康局

３２１こども未来局

ごみ分別促進アプリ「いいね金沢
5374App」及びLINE「ごみ出しサ
ポート」の提供

１１環境局
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6※BIツール「Actionista!」で作成

部局ごとの事業数

備考総計都市
づくり

仕事
づくり

人
づくり

暮らし
づくり

魅力
づくり

２２都市整備局

７７土木局

３３危機管理監

eL-QRによる納付拡大１１出納機関

８１６１教育委員会

４２２消防局

５３２企業局

３１２市立病院

２２金沢美術工芸大学
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7※BIツール「Actionista!」で作成

部局ごとの事業数

魅力づくり(14) 暮らしづくり(３７) 人づくり(13) 仕事づくり(9) 都市づくり(30)
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令和７年度委員提言への対応状況
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対応項目

ＤＸアクションプラン２．０ 具体的な取組【分野５】都市づくり

【視点２】共創のための環境整備

○ 庁内のデジタル人材の育成を目指します

・ BIツールを活用したデータに基づく政策立案

（デジタル政策課／継続・拡大）

〇データ整備と利活用教育の重視

「議題２ データ利活用について」にて報告〇金沢市データマネジメント計画の

整備

〇庁内データ基盤の構築

〇多様なサービス実現のため、市内データ構築の仕組み化
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対応項目

ＤＸアクションプラン２．０ 具体的な取組【分野２】暮らしづくり

【視点２】共創のための環境整備

○ 「地域で暮らす多様なひとびと」が参画できる環境の整備を目指します

・ 「地域課題解決プラットフォーム「マッチ箱」の運用」

（市民協働推進課／継続）

〇マッチ箱を利用して、金沢市の課題や

ニーズの集約化と可視化、共有化の

強化

研究中〇社会課題解決型企業の研修強化

ＤＸアクションプラン２．０ 具体的な取組【分野２】暮らしづくり

【視点２】共創のための環境整備

○ 「地域で暮らす多様なひとびと」が参画できる環境の整備を目指します

・ ハッカソンやシビックテックミーティングなどの開催

（市民協働推進課／継続・拡大）

〇官民共創型イベントの実施

〇官民共創でサービスを生み出していくための仕組み化
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対応項目

「議題２ ＡＩの活用について」にて報告〇市民サービスの充実と窓口対応業務

としての、AIワークフローチャットに

よるサービス実現

ＤＸアクションプラン２．０ 具体的な取組【分野２】暮らしづくり

【視点２】共創のための環境整備

○ 「地域で暮らす多様なひとびと」が参画できる環境の整備を目指します

・ 「地域課題解決プラットフォーム「マッチ箱」の運用」

（市民協働推進課／継続）

・ ハッカソンやシビックテックミーティングなどの開催

（市民協働推進課／継続・拡大）

〇市民・学生（大学生・高校生）・企業・

自治体がワンリーフで「社会課題を

考え、解決に向かう場を共創」する

ことの重要性

「議題２ データ利活用について」にて報告〇金沢市が育ててきたオープン

データ基盤×生成AIという観点で、

サービスを作り上げ、市民に展開

することができるという事例を作成

していく（また、その基盤の提供）
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対応項目

ＤＸアクションプラン２．０ 具体的な取組【分野３】人づくり

【視点２】共創のための環境整備

○ デジタルを活用した学習環境・交流環境の整備を目指します

・ 「金沢ロボ活」「金沢IT部活」

「金沢IT部活ベンチャーズ」の活動推進

（産業政策課／継続・拡大）

・ Ｒ８：シビックテック活動との連携を強化する

（金沢IT部活実行委員会）

〇金沢IT部活ベンチャーズで金沢市の

課題解決に協力

→ 金沢シビックテック推進協議会

との連携

〇地域デジタル人材育成

金沢IT部活アカデミーの深化

ベンチャーズによる起業

〇金沢市の課題解決に協力
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対応項目

分散型自律組織（ＤＡＯ）については、引き続き、国の検討や法整備等の
状況を注視する。

〇ＤＡＯの推進による多様な主体の

参画と地域共創

ＤＸアクションプラン２．０ 具体的な取組【分野３】人づくり

【視点２】共創のための環境整備

○ デジタルを活用した学習環境・交流環境の整備を目指します

・ 市立小中学校での「デジタル科」の実践

（学校指導課／継続・拡大）

・ メタバースを活用したオンライン不登校支援

（学校教育センター／継続・拡大）

〇金沢メタバースの継続推進による

共創コミュニティの強化（関係人口

増・愛着形成促進・NFT活用など

新たな経済圏創出）

〇「共創文化都市」の推進



議 題
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１ A I の 活 用 について
２ データ利活用について
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試 行 全 庁 展 開

１ ． 経緯

〇本市で導入済みの生成AIサービス「exaBase」について、令和６年度の導入以後、アカウント発行数及び
利用者数ともに順調に増加中。（令和８年６月末現在で、アカウント発行数：1,402名）

〇令和８年度になって、契約上の同時接続数の上限を超過することが複数回発生。

２ ． 現状

R5.5ー11 R5.12ーR6.5 R６.４ーR6.６

サービスA サービスB サービスC

R６.6 ー

exaBase

〇職員の利用に際しては、
令和７年４月に改版した
「生成AI活用ガイドライン」
のもと運用。

令和８年６月令和８年５月令和８年４月利用月

７７５名６４８名５９３名月間利用者数
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３ ． 国の動向

〇 自治体の業務効率化や行政の質の向上のための

自治体におけるAIの利用に関し、

具体的な方策や留意事項等について幅広く議論を行うことを目的として、

総務省にて「自治体におけるAIの利用に関するワーキンググループ」を開催。

〇 地方自治体における人手不足が深刻化する中、

急速に進展するAI等のデジタル技術の時宜に適った

活用の在り方について検討を行うことを目的として、

総務省にて「自治体におけるAIトランスフォーメーションに関する研究会」を開催。
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４ ． 本市の対応 （ １ ）

〇 総務省において開催された

「自治体におけるAIの利用に関するワーキンググループ」における報告書の中で、

自治体への国による具体的な支援の方向性を以下の３点から検討しており、

今後もその動向を注視し必要に応じ全庁展開を実施。

（１）自治体向けガイドラインの策定等

（２）ユースケース等の横展開

（３）国における取扱いの情報提供
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４ ． 本市の対応 （ ２ ）

〇 地方自治体における人手不足が深刻化する中、

急速に進展するAI等のデジタル技術の時宜に適った

活用の在り方について検討を行うことを目的として、

総務省にて「自治体におけるAIトランスフォーメーションに関する研究会」を

開催しており、生成AIの利用方法とその効果を実感できる仕組みや

要機密情報・個人情報の扱いについて萎縮せずに安心して活用できる

仕組み等についても国の動向を踏まえ検討。
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５ ． 参考資料

〇 「自治体におけるAIの利用に関するワーキンググループ報告書（概要）」【総務省】

〇 「自治体におけるAI活用・導入ガイドブックの改訂について（概要）」 【総務省】

〇 「地方自治体におけるAIトランスフォーメーションに関する研究会事務局資料」 【総務省】
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１ ． 現状

〇 データ集計・分析ツールを導入し、利活用について庁内へ周知するとともに、データの拡充中。

〇 先行自治体の事例等を研究中。



令和8年度 金沢市DX会議 スケジュール（予定）令和8年度 金沢市DX会議 スケジュール（予定）

DX会議① 「金沢市DXアクションプラン2.0」の増補について

DX会議④ 「金沢市DXアクションプラン2.0」の改訂について

年度内に「金沢市DXアクションプラン2.0」を改訂（R9新規施策追加など）

DX会議② 金沢市のＡＩの活用について、データ利活用について

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

５月 DX推進本部①（5/25） … 掲載施策について共有

DX会議③ 金沢市のデジタル施策について（委員ご意見）

6/5

8/3

10/22


